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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年6月18日(2015.6.18)

【公開番号】特開2014-222234(P2014-222234A)
【公開日】平成26年11月27日(2014.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-065
【出願番号】特願2014-129305(P2014-129305)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  30/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   30/88     ２０１Ｇ
   Ｇ０１Ｎ   30/88     ２０１Ｘ
   Ｇ０１Ｎ   30/88     １０１Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   30/88     １０１Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   30/88     １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月24日(2015.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機繰り返し単位；有機シリル繰り返し単位；および無機繰り返し単位からなる群より
選択される１種以上の構成要素に由来する無機またはハイブリッド材料内に分散したナノ
粒子を含む多孔質の複合材料であって、
　材料は以下の式：
　　Ｎｐ／（Ａ）ｗ（Ｂ）ｘ（Ｃ）ｙ

　（式中：
　ｗ、ｘ、およびｙは、それぞれ独立して、ｗ＋ｘ＋ｙ＝１となるような０から１の範囲
の正の数字であり；
　Ｎｐはナノ粒子を表し；
　Ａは有機繰り返し単位を表し；
　Ｂは有機シリル繰り返し単位を表し；
　Ｃは無機繰り返し単位を表し；および
　各繰り返し単位は、１つ以上のそれぞれ別の繰り返し単位Ａ、Ｂ、またはＣと共有結合
している。）
　で表される、多孔質の複合材料。
【請求項２】
　ナノ粒子は１種より多いナノ粒子の混合物である、請求項１の複合材料。
【請求項３】
　ナノ粒子はナノ複合材料の＜２０重量％で存在する、請求項１の複合材料。
【請求項４】
　ナノ粒子はナノ複合材料の＜５重量％で存在する、請求項１の複合材料。
【請求項５】
　ナノ粒子は結晶性または非晶質である、請求項１の複合材料。
【請求項６】
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　繰り返し単位Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１種は、２種以上の繰り返し単位繰り返し
単位を含む混合物である、請求項１の複合材料。
【請求項７】
　材料は粒子またはモノリスである、請求項１の複合材料。
【請求項８】
　繰り返し単位およびナノ粒子の順序は、ランダム、ブロック、またはこれらの組合せが
可能である、請求項１の複合材料。
【請求項９】
　ナノ粒子は、炭化ケイ素、アルミニウム、ダイヤモンド、セリウム、カーボンブラック
、カーボンナノチューブ、ジルコニウム、バリウム、セリウム、コバルト、銅、ユーロピ
ウム、ガドリニウム、鉄、ニッケル、サマリウム、ケイ素、銀、チタン、亜鉛、ホウ素、
これらの酸化物、およびこれらの窒化物からなる群より選択される部分を１つ以上含む物
質である、請求項１または２の複合材料。
【請求項１０】
　ナノ粒子は、ナノダイヤモンド、炭化ケイ素、二酸化チタン、立方晶窒化ホウ素からな
る群より選択される部分を１つ以上含む物質である、請求項９の複合材料。
【請求項１１】
　ナノ粒子は直径が２００μｍ以下である、請求項１または２の複合材料。
【請求項１２】
　ナノ粒子は直径が１００μｍ以下である、請求項１または２の複合材料。
【請求項１３】
　ナノ粒子は直径が５０μｍ以下である、請求項１または２の複合材料。
【請求項１４】
　ナノ粒子は直径が２０μｍ以下である、請求項１または２の複合材料。
【請求項１５】
　Ａは、置換エチレン基である、請求項１または６の複合材料。
【請求項１６】
　Ａは、
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【化１】

　（ここで
　ｋは３から６の整数であり；
　ｍは１から２０の整数であり；
　ｎおよびｐは、０から１０の整数であり；
　Ｙは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）０－２、ＮＨ、ＮＲ、ＮＲ２（ｐが０の場合）、ＮＲ２

＋Ｘ－（ｐ
が０ではない場合）、またはＮＲ３

＋Ｘ－（ｐが０の場合）であり、ならびにＸ－は任意
のアニオンであり、
　Ｑは、水素、Ｎ（Ｃ１－６アルキル）３、Ｎ（Ｃ１－６アルキル）２（Ｃ１－６アルキ
レン－ＳＯ３）、またはＣ（Ｃ１－６ヒドロキシアルキル）３、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２（
ＯＨ）、ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２（ＯＨ）、
【化２】

　、または
【化３】

　であり；および
　Ｒ、Ｒ２、およびＲ３はそれぞれ、独立して、ＨまたはＣ１－Ｃ１０アルキル基である
。）
　からなる群より選択される、請求項１５の複合材料。
【請求項１７】
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　各Ｒは、独立して、水素、メチル、エチル、またはプロピルである、請求項１６の材料
。
【請求項１８】
　Ｂは、オキシシリル置換アルキル基である、請求項１または６の複合材料。
【請求項１９】
　Ｂは、
【化４】

　からなる群より選択される、請求項１８の複合材料。
【請求項２０】
　Ｂは、
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【化５】

　（ここで
　Ｒ、Ｒ１、およびＲ２は、すでに定義したとおりであり；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ１８アルコキシまたはＣ１－Ｃ１８アルキルであり；および
　ｎは１から８である。）
　からなる群より選択される、請求項１８の複合材料。
【請求項２１】
　Ｂは、ビス（トリエトキシシリル）エタン、ビス（トリエトキシシリル）オクタン、ビ
ス（メチルジエトキシシリル）エタン、ビス（トリエトキシシリル）エタン、ビス（トリ
メトキシシリルエチル）ベンゼン、エチルトリエトキシシラン、ジエチルジエトキシシラ
ン、メルカプトプロピルトリエトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、ビニルトリエ
トキシシラン、ヘキシルトリエトキシシラン、クロロプロピルトリエトキシシラン、フェ
ニルエチルトリメトキシシラン、オクタデシルトリメトキシシラン、オクチルトリメトキ
シシラン、３，３，３－トリフルオロプロピルトリメトキシシラン、３－シアノブチルト
リエトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、アセチルオキシエチルトリメトキシシ
ラン、クロロエチルトリエトキシシラン、およびフルオロトリエトキシシランからなる群
より選択される、請求項１８の複合材料。
【請求項２２】
　Ｂは、ビス（トリエトキシシリル）エタン；
【化６】

　である、請求項１８の複合材料。
【請求項２３】
　Ｃは、
【化７】

　である、請求項１または６の複合材料。
【請求項２４】
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　Ｃは、アルミナ、シリカ、チタン、セリウムまたは酸化ジルコニウム、およびセラミッ
ク材料からなる群より選択される、請求項１または６の複合材料。
【請求項２５】
　粒子である、請求項１または６の複合材料。
【請求項２６】
　粒子は球状である、請求項２５の複合材料。
【請求項２７】
　粒子の細孔構造は秩序がある、または無秩序である、請求項２６の複合材料。
【請求項２８】
　粒子の無秩序な細孔構造は非結晶性または非晶質である、請求項２７の複合材料。
【請求項２９】
　粒子の細孔構造の分子配列は周期的である、請求項２６の複合材料。
【請求項３０】
　粒子は、結晶性または非晶質である、請求項２６の複合材料。
【請求項３１】
　粒子は主に非晶質であるが、結晶性ナノ粒子が含まれる、請求項２６の複合材料。
【請求項３２】
　粒子は主に結晶性であるが、非晶質ナノ粒子が含まれる、請求項２６の複合材料。
【請求項３３】
　粒子は、０．１から３００μｍの平均直径を有する、請求項２５の複合材料。
【請求項３４】
　粒子は、０．１から３０μｍの平均直径を有する、請求項２５の複合材料。
【請求項３５】
　粒子は、０．１から２０μｍの平均直径を有する、請求項２５の複合材料。
【請求項３６】
　２０から１１００ｍ２／ｇの比表面積を有する、請求項１の複合材料。
【請求項３７】
　８０から５００ｍ２／ｇの比表面積を有する、請求項１の複合材料。
【請求項３８】
　８００から１１００ｍ２／ｇの比表面積を有する、請求項１の複合材料。
【請求項３９】
　０．２から１．７ｃｍ３／ｇの比細孔容積を有する、請求項１または１１の複合材料。
【請求項４０】
　０．６から１．３ｃｍ３／ｇの比細孔容積を有する、請求項１または１１の複合材料。
【請求項４１】
　２０から５０００Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４２】
　２０から２０００Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４３】
　３０から１０００Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４４】
　６０から４００Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４５】
　８０から２００Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４６】
　９０から１５０Åの平均細孔直径を有する、請求項２６の複合材料。
【請求項４７】
　ｗは０である、請求項１または６の複合材料。
【請求項４８】
　ｘは０．０から１の範囲である、請求項１または６の複合材料。
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【請求項４９】
　ｘは０．０４から０．５０の範囲である、請求項１または６の複合材料。
【請求項５０】
　ｘは１である、請求項４７の複合材料。
【請求項５１】
　ｙは１である、請求項４８の複合材料。
【請求項５２】
　ｘは０．２０でありならびにｙは０．８である、請求項４７の複合材料。
【請求項５３】
　クロマトグラフィー促進細孔幾何形状を有する、請求項１から５２のいずれか一項の複
合材料。
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